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BYK-A 595

   BYK-A 595 
 
  コンクリート用水系液体混和剤に適した消泡剤 

 

   製品データ

 
組成   
  疎水性固体、乳化剤および破泡性ポリシロキサンのエマルション  
 
一般性状
本データシートに記載されております数値は代表値であり、品質規格ではございません。
 
比重 (20 ℃): 1.00 
不揮発分 (10分, 150 ℃): 11.3 %
引火点: > 100 ℃
 
  食品接触用途
最新の食品接触用途に関する法的適合状況についてはお問い合わせ下さい。または、www.byk.comにてご確認下さ
い。
  
貯蔵および輸送   
  0℃から40℃の温度で保管および輸送して下さい。温度の影響を受けやすいエマルションなので、保管温度が推奨温
度以下または、それ以上になった場合は本製品の性能を確認し、必要に応じて室温で再乳化して下さい。  
 
特長   
  コンクリートおよびモルタル（コンクリート可塑剤など）用液体混和剤として使用する場合、本添加剤により、空気量が
10%以上から5%未満に減少します。できるだけ初期段階に添加すれば、製造時の泡の発生を防止することができま
す。  
 
推奨添加量   
全配合（混和剤の全量など）に対して添加剤として  0.05-0.5 %
 
添加量は表面活性の高い整泡成分量に依存します。上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は
実際に試験を行い、決定して下さい。   
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